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patic Arterial Emb01ization)を、 原発性肝癌 2例
に、転移性肝癌8例に対して施行した。塞栓物質は
主としてリピオ ドー ルを用い、 1例はゼルフォーム
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表4 肝切除後に肝動注を施行 した症例









45 転移性肝癌 (直腸癌 )
47 転移性肝癌 (結腸癌 )
80 転移性肝癌 (結腸癌 )
66 転移性肝癌 (直腸癌 )
50 転移性肝癌 (結腸癌 )
9 59 30m9 100nng
7 59 30nng 100nng
8 09  9nng  30m9
2 759 8m9  40mg






































症例 5、 6は前述 したように、それぞれ術後紅皮
症、肝不全にて死亡 した。
表5 術後合併症
胸水貯留         3例
敗血症          3
敗不全          3
D:C            2
縫合不全*        2
消化管出血**       l
右横隔膜下膿瘍      1
胆汁性腹膜炎       1
イレウス         1
深部静脈血栓       1
MOF             l














495%であった。最長 1,769日  症例 疾患  肝硬変  術式
で死亡した。肝細胞癌で術後 30
死因     生存期間
l  肝細胞癌  58   有   有  肝亜区域切除 3年2ヶ月生存中
日以 内の殖 を除 いた Ю 例 に 1:嘲 電喜 黒 驚 異量葛 謂  鼠R針∬ 拿不全 1":
限れば、 1年生存率、 3年生存  3 肝細胞癌  有 肝右葉部分切除   敗血症、再発    137日
率 はそれぞれ 492%、492%で  4 転移性肝癌 無 肝左葉外側区域切除    MOF       52日
あった。胆管細胞癌 3例の転帰    (食道癌)   食道切除、膵体尾部切除
は、 1例が術後 3カ月で再発死  5 「 籍修署F 
無 肝右業部分切除    術後紅皮症      31日
亡 し、 2 1Tlは再発生存 している   6 肝管分岐部癌 無 肝拡大右葉切除    肝不全 (門脈血栓)  19日
(1年4カ月、 6カ月)。











症例  疾患   年齢 腫瘍被膜 肝硬変  術式      転帰
(Edmondson tt ) (再発あり)
胆道癌においては、 1年生存 2  肝細胞癌  76   有  有 肝部分切除  4年10ヶ月死亡
率、2年生存率 は それ ぞれ   (Edmondson II) (再発あり)







HPDを施行した肝嚢癌症例は耐術はしたが、術後   こない、肝動脈挿管により術後抗癌剤を注入した。
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胆 道 癌 (n=5)
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表8 術後合併症一報告例
報 告 者
Tsuzuki Nagasue   Lin
文献N。  25   26   27
































































































報 告 者 対 象 疾 患 例数[層肇  勇響率







































































原発性肝癌   118
原発性肝癌   181 696°/O
原発性肝癌   165 515°/o
原発性肝癌   296
転移性肝癌   〉400
大腸癌肝転移  192
原発性肝癌    42
大腸癌肝転移   43
大腸癌肝転移   25
良性、悪性   i38
肝細胞癌     26
大腸癌肝転移   22
良性、悪性   150
原発性肝癌    43












244%* 20.0°/ * i90'Ъ*
368°/0* 289%* 160°/oホ
300°/o  200°/0  200°/。
333°/O
440%
1670/。(B)   8500/o*
93°/・(3)   870°/●*














良性、悪性   57 210°/0 100°/o(A&B)
16 625°/。 188°/。(A&B)4950/o
10 800°/o 100°/o(B)   492°/.*






大腸癌肝転移**  14 71°/o 00°/o(3) 6770/。*
阻道癌 5 0.0v" 20.0% (A&B) 40.0%
(I):Stage I(原発性肝癌取扱い規約での腫瘍進行度 )
A:入院死亡  B:術後30日以内の死亡  *術死を除 く**治癒切除
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